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8
月
の
衆
議
院
選
挙
に
よ
り
政
権
交
代

が
実
現
し
た
。
与
党
と
な
っ
た
民
主
党
は
、

選
挙
前
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、
社
会
保
障

費
年
2
、
2
0
0
億
円
の
削
減
方
針
の
撤

回
、
診
療
報
酬
の
増
額
を
掲
げ
て
お
り
、

医
療
費
増
加
に
む
け
て
大
き
な
方
針
転
換

が
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
財
源
が
厳
し
い
こ
と
に
は
変
わ

り
は
な
い
。
ふ
た
た
び
社
会
保
障
費
も
含

め
た
歳
出
削
減
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
こ

れ
ま
で
の
社
会
保
障
費
抑
制
政
策
を
振
り

返
り
、
あ
ら
た
め
て
、
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

●2

特
集

日
本
の
医
療
と
医
療
機
関
の 

再
生
に
む
け
て 
日
本
の
医
療
と
医
療
機
関
の 

再
生
に
む
け
て 

日
本
医
師
会
総
合
政
策
研
究
機
構

研
究
部
専
門
部
長

前
田
由
美
子

（
ま
え
だ

ゆ
み
こ
）

小
泉
構
造
改
革
の
下
、
社
会
保
障
費
は
2
0

0
2
年
か
ら
2
0
0
6
年
ま
で
の
5
年
間
、
国

の
一
般
会
計
ベ
ー
ス
で
1
・
1
兆
円
抑
制
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
が『
基
本

方
針
2
0
0
6
』（
い
わ
ゆ
る『
骨
太
の
方
針
2

0
0
6
』）で
、2
0
0
7
年
か
ら
2
0
1
1
年
ま

で
の
5
年
間
も
、
そ
れ
ま
で
と
同
様
に
社
会
保

障
費
の
伸
び
を
抑
制
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

社
会
保
障
費
に
は
、
高
齢
化
や
医
療
の
高
度

化
な
ど
の
た
め
、
自
然
増
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
あ
る
1
年
目
に
、
社
会
保
障
費
が

こ
れ
ま
で
の

社
会
保
障
費
の
削
減

自
然
増
に
そ
っ
て
伸
び
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
を

2
、
2
0
0
億
円
抑
制
す
る
。
2
年
目
に
、
ふ

た
た
び
自
然
増
に
そ
っ
て
伸
び
よ
う
と
す
る
。

さ
ら
に
2
、
2
0
0
億
円
を
削
減
す
る
。
こ
の

時
点
で
、
も
と
も
と
予
定
さ
れ
た
自
然
増
と
の

差
は
4
、
4
0
0
億
円
で
あ
り
、
1
年
目
と
合

わ
せ
て
累
計
6
、
6
0
0
億
円
が
削
減
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
2
0
0
2

年
か
ら
2
0
0
9
年
ま
で
に
、
社
会
保
障
費
は

累
計
で
7
・
9
兆
円
削
減
さ
れ
た
。

一
般
会
計
の
予
算
89
兆
円
に
比
べ
れ
ば
、
2
、

2
0
0
億
円
の
影
響
は
大
き
く
な
い
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
の
話
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

1.
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こ
の
ほ
か
、
過
去
の
借
金（
国
債
）20
・
2
兆
円

も
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
新
た
に

国
債
を
33
・
3
兆
円
発
行
す
る
。

借
金
を
し
な
く
て
も
、
税
収
等
の
歳
入
で
歳

出（
借
金
返
済
分
を
除
く
）を
ま
か
な
え
る
よ
う

に
す
る
と
い
う
の
が
、
基
礎
的
財
政
収
支
を
黒

字
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
標
に

向
け
て
、
社
会
保
障
費
も
例
外
な
く
、
聖
域
な

き
歳
出
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た
。

国
の
借
金（
国
債
、
借
入
金
、
政
府
短
期
証

券
）は
、
2
0
0
8
年
度
末
の
見
込
み
で
8
9

0
兆
円
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
財
務

省
は『
日
本
の
財
政
を
考
え
る
』と
い
う
資
料
の

中
で
、
借
金
に
つ
い
て「
近
年
で
は
高
齢
化
の

進
行
等
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
が
主

要
因
」で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
借

金
は
過
去
か
ら
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
あ
り
、

「
近
年
」の
変
化
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。

国
の
借
金
の
う
ち
、
建
設
国
債
お
よ
び
旧
国

鉄
、
道
路
等
に
関
係
す
る
も
の
、
財
政
投
融
資

に
関
係
す
る
も
の
な
ど
、
広
い
意
味
で
の
公
共

事
業
の
た
め
の
借
金
が
44
％
あ
る（
図
2
）。
社

会
保
障
費
な
ど
が
不
足
し
た
場
合
に
は
赤
字
国

債
を
発
行
す
る
が
、
そ
の
借
金
は
借
金
全
体
の

33
％
で
あ
り
、
公
共
事
業
関
連
の
借
金
よ
り
も

て
み
よ
う（
図
1
）。
歳
入
は
、
税
収
46
・
1
兆

円
、
そ
の
他
9
・
1
兆
円
、
合
計
55
・
2
兆
円
で

あ
る
。
歳
出
は
、
社
会
保
障
費
24
・
8
兆
円
、

公
共
事
業
費
7
・
1
兆
円
、
文
教
科
学
費
・
防
衛

費
等
19
・
8
兆
円
、
地
方
交
付
税
16
・
6
兆
円
の

合
計
68
・
3
兆
円
で
あ
る
。
歳
入
は
55
・
2
兆
円
、

歳
出
は
68
・
3
兆
円
な
の
で
、
赤
字
が
13
・
1
兆

円
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
礎
的
財
政
収
支
と
い
う
。

『
基
本
方
針
2
0
0
6
』は
、「
2
0
1
1
年

度
に
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
を
達
成
す

る
」と
し
た
。
基
礎
的
財
政
収
支
は
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

2
0
0
9
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
を
見

社
会
保
障
費
も
聖
域
な
く

抑
制
さ
れ
た
背
景

2.

社
会
保
障
費
の
た
め
に

日
本
の
借
金
が
増
え
た
の
か

3.

（A）で（B）をまかなえるようにする（数字は2009年度当初予算） 

歳　入 
88.5兆円 

国債（借金） 
33.3

税収　46.1
その他 
9.1
※注） 

（A）　55.2兆円 

国債償還 
20.2社会保障 

24.8
地方交付税 
16.6

公共 
事業 
7.1

文教科学・防 
衛・その他 
19.8

（B）　68.3兆円 

歳　出 
88.5兆円 

※注）財政投融資特別会計からの受入4.2兆円を含む 

＊ 紙面の都合で縮尺は合っていない 

0
1998 2000 2002 2004

（年度末） 

　　その他 
（外国為替資金証券など） 

財投債 

建設・道路・国鉄 

　特例国債 
（社会保障費などが 
不足した場合の赤字国債） 

＊ 出所：財務省「国債関係諸資料」 
 建設・道路・国鉄：建設国債，国鉄承継債務借換国債，日本高速道路保有・債務返済機構借入金など。 

2006 2008

300

600

900
（兆円） 

図1 基礎的財政収支（プライマリーバランス）の黒字化とは？

図2 国の借金の残高の内訳
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少
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
は
公
共
事
業
費
も
抑
制
さ

れ
て
い
る
。
な
ぜ
公
共
事
業
の
た
め
の
借
金
が

残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
日
本
の
国

債
が「
60
年
償
還
ル
ー
ル
」を
採
用
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
60
年
償
還
と
い

う
と
買
い
手
が
つ
か
な
い
の
で
、
市
中
で
は
、

5
年
も
の
、
10
年
も
の
な
ど
の
国
債
が
発
行
さ

れ
る
。
そ
し
て
60
年
か
け
て
、
借
り
換
え
を
繰

り
返
し
つ
つ
段
階
的
に
償
還
す
る
。
つ
ま
り
現

在
の
借
金
の
残
高
は
60
年
前
の
借
金
を
引
き
ず

っ
て
お
り
、
日
本
の
借
金
の
要
因
は
、
近
年
の

社
会
保
障
費
の
増
加
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

し
か
し
弱
い
立
場
に
あ
る
国
民
へ
給
付
さ
れ

る
社
会
保
障
費
は
厳
し
く
抑
制
さ
れ
、
国
民
に

負
担
が
強
い
ら
れ
て
き
た
。

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
医
療
費
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
は

8
・
9
％
で
あ
る
が
、
日
本
は
8
・
2
％
で
あ
り
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
30
か
国
21
位
で
あ
る（
図
3
）。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
が
高
く
な
る
の
は
、
民
間
保
険

中
心
の
ア
メ
リ
カ
が
突
出
し
て
お
り
、
平
均
を

押
し
上
げ
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
が
、
Ｇ
７
か

ら
ア
メ
リ
カ
を
除
い
た
平
均
値（
日
本
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
）も
9
・
5
％
に
達
し
て
い
る
。

日
本
は
国
民
皆
保
険
で
あ
り
、
医
療
費
の
多

く
を
税
金
や
保
険
料
で
支
出
し
て
い
る
の
で
、

国
民
に
負
担
を
か
け
な
い
た
め
に
、
医
療
費
を

削
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
確
か
に
、
医
療
費
に
占
め
る
公
的
医
療
費

（
公
費
と
保
険
か
ら
支
出
さ
れ
る
医
療
費
）は
、

日
本
は
82
・
7
％
と
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
で
高
い

（
表
1
）。
し
か
し
日
本
は
医
療
費
の
絶
対
額
が

小
さ
い
た
め
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
公
的
医
療
費

は
6
・
7
％
と
も
っ
と
も
低
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ア
メ
リ
カ
の
公
的
医
療
保
険
は
、
メ
デ
ィ
ケ
ア

（
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
対
象
）と
メ
デ
ィ
ケ
イ

ド（
低
所
得
者
対
象
）だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
公
的
医
療
費
は
6
・
9
％
と
日
本

よ
り
も
高
い
。

医
療
費
の
抑
制
は
、
救
急
、
産
科
、
小
児
科

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
医
療
の
崩
壊
を
現
実
化

さ
せ
た
。
救
急
医
療
に
つ
い
て
み
る
と
、
1
1

9
番
通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車
が
現
場
に
到

着
す
る
ま
で
の
全
国
平
均
は
、
2
0
0
3
年

6
・
3
分
、
2
0
0
7
年
7
・
0
分
と
あ
ま
り
伸

び
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
医
療
機
関
に
収
容

す
る
ま
で
の
時
間
は
毎
年
ほ
ぼ
1
分
ず
つ
伸
び

て
、
2
0
0
3
年
の
29
・
4
分
か
ら
、
2
0
0

7
年
に
は
33
・
4
分
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

医
療
費
抑
制
の
結
果

―
医
療
崩
壊

5.

医
療
費
抑
制
の
結
果

―
日
本
の
医
療
費

4.

0

16.0

12.0

8.0

15
.3

11
.3

11
.1

10
.6

10
.4

10
.2

10
.1

10
.0

9.
5

9.
3

9.
3

9.
2

9.
2

9.
1

8.
8

8.
7

8.
7

8.
4

8.
4

8.
3

8.
2

8.
2

7.
5

7.
3

7.
1

6.
8

6.
6

6.
4

6.
2

5
.7

4.0

（％） 

ア
メ
リ
カ 

ス
イ
ス 

フ
ラ
ン
ス 

ド
イ
ツ 

ベ
ル
ギ
ー 

ポ
ル
ト
ガ
ル 

オ
ー
ス
ト
リ
ア 

カ
ナ
ダ 

デ
ン
マ
ー
ク 

オ
ラ
ン
ダ 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

ア
イ
ス
ラ
ン
ド 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン 

ギ
リ
シ
ア 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

イ
タ
リ
ア 

ノ
ル
ウ
ェ
ー 

ス
ペ
イ
ン 

イ
ギ
リ
ス 

ハ
ン
ガ
リ
ー 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド 
日
本 
ア
イ
ル
ラ
ン
ド 

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ 

ス
ロ
バ
キ
ア 

チ
ェ
コ 

メ
キ
シ
コ 

韓
国 

ポ
ー
ラ
ン
ド 

ト
ル
コ 

＊ OECD Health data 2008 オーストラリア，日本，スロバキア，トルコは2005年，アイスランドは2007年のデータ。 

図3 対GDP総医療費（2006年）
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税
な
ど
の
新
た
な
財
源
の
検
討
、
②
特
別
会
計

な
ど
の
支
出
の
見
直
し
の
継
続
、
③
公
的
医
療

保
険
の
保
険
料
の
見
直
し
、
の
3
つ
を
同
時
並

行
で
進
め
、
公
的
医
療
保
険
を
支
え
る
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

新
政
権
は
、
4
年
間
は
消
費
税
を
引
き
上
げ

な
い
方
針
で
あ
る
が
、
国
民
的
合
意
に
時
間
が

か
か
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
を
継
続

す
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
公
的
医
療
保
険
の
堅
持
と
い
う
視
点
か
ら

は
、
保
険
料
の
見
直
し
に
よ
る
保
険
制
度
の
建

て
直
し
も
外
せ
な
い
。

第
一
に
、
個
人
間
の
格
差
解
消
が
求
め
ら
れ

る
。
公
的
医
療
保
険
の
保
険
料
は
、
あ
る
程
度

ま
で
し
か
給
与
や
所
得
に
比
例
し
な
い
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
保
険
料
が
年
収
に
比
例
す

る
の
は
、
年
収
1
、9
5
0
万
円
ま
で
で
あ
り
、
給

与
の
高
い
人
に
と
っ
て
有
利
な
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
に
も
賦
課
限
度
額
が

あ
る
。
若
年
層
の
保
険
料
に
上
限
を
設
け
ず
、
給

与
や
所
得
に
で
き
る
だ
け
比
例
さ
せ
れ
ば
、
保

険
料
収
入
は
少
な
く
と
も
0
・
4
兆
円
増
え
る
。

第
二
に
、
保
険
者
間
の
格
差
解
消
を
提
案
す

る
。
被
用
者
保
険
で
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
平
均

標
準
報
酬
月
額
が
28
・
5
万
円
と
も
っ
と
も
低

い
が
、
保
険
料
率
は
82
・
0
0
0
／
0
0
と
も

っ
と
も
高
い（
2
0
0
8
年
当
時
。
2
0
0
9

年
9
月
分
か
ら
都
道
府
県
別
保
険
料
率
）。
こ

れ
に
対
し
、
組
合
健
保
で
は
平
均
標
準
報
酬
月

ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
で
3
0
分
以
上
か
か
っ

て
い
る（
表
2
）。

医
療
の
た
め
の
財
源
は
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
日
本
医
師
会
は『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
2

0
0
9
―
国
民
の
幸
せ
を
支
え
る
医
療
で
あ
る

た
め
に
―
』（
2
0
0
9
年
2
月
）で
、
①
消
費

公
的
医
療
保
険
を

守
る
た
め
の
財
源
は
な
い
の
か

6.

アメリカ フランス ドイツ 

表1　G7の医療費比較（2005年） （％） 

カナダ イタリア イギリス 日本 

対GDP総医療費 11.2 10.7 9.9 8.9 8.2 8.2

公的医療費 8.9 8.2 6.9 6.8 7.1 6.7

私的医療費 2.2 2.5 2.9 2.1 1.1 1.4

公的医療費の割合 79.9

15.2

6.9

8.4

45.1 77.0 70.2 76.7 86.9 82.7

＊ 出所 ： OECD Health Data 2008 - 
 Version : June 2008

31.0北海道 26.4石川県 30.0

表2　119番通報を受けてから医療機関に搬送するまでの時間（2007年） （分） 

＊出所：総務省「平成20年度版 救急・救助の現況」 

岡山県 

30.6青森県 26.4福井県 31.2広島県 

36.3岩手県 32.9山梨県 29.8山口県 

35.8宮城県 32.6長野県 27.1徳島県 

31.3秋田県 28.9岐阜県 26.5香川県 

30.0山形県 32.3静岡県 30.3愛媛県 

35.1福島県 28.8愛知県 31.7高知県 

36.3茨城県 32.4三重県 26.2福岡県 

36.3栃木県 28.4滋賀県 32.3佐賀県 

30.9群馬県 26.2京都府 32.9長崎県 

39.0埼玉県 26.9大阪府 31.8熊本県 

37.1千葉県 30.2兵庫県 29.7大分県 

47.2東京都 33.4奈良県 31.8宮崎県 

33.0神奈川県 29.6和歌山県 30.7鹿児島県 

35.8新潟県 30.7鳥取県 28.4沖縄県 

25.4富山県 32.9島根県 33.4全国平均 
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額
37
・
0
万
円
、
保
険
料
率
73
・
6
6
0
／
0
0

で
あ
る
。
被
用
者
保
険
の
保
険
料
率
を
、
協
会

け
ん
ぽ
な
み
の
82
・
0
0
0
／
0
0
に
公
平
化

す
れ
ば
、
保
険
料
収
入
は
約
1
兆
円
増
加
す
る

と
試
算
さ
れ
る
。

2
0
0
8
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
医

科
本
体
の
引
き
上
げ
分
1
、
0
0
0
億
円
強

（
医
療
費
ベ
ー
ス
）は
、
す
べ
て
病
院
勤
務
医
の

過
重
労
働
緩
和
の
た
め
に
充
当
さ
れ
た
。
さ
ら

に
診
療
所
か
ら
病
院
に
4
0
0
億
円
強
の
財
源

が
移
転
さ
れ
た
。
財
務
省
は
、
次
回
2
0
1
0

年
度
の
改
定
で
も
こ
の
方
向
性
を
維
持
し
た
い

よ
う
で
あ
る
。

2
0
0
9
年
6
月
3
日
、
財
政
制
度
等
審
議

会
に
、
開
業
医（
個
人
）の
収
支
差
額
は
、
病
院

勤
務
医
の
2
・
0
倍
で
あ
る
と
の
資
料
が
提
出

さ
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
開
業
医
の
収
支

差
額
と
病
院
勤
務
医
の
給
与
は
、
単
純
に
比
較

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

開
業
医
は
収
支
差
額
の
中
か
ら
、
事
業
に
か

か
わ
る
税
金
を
支
払
い
、
投
資
を
行
う
。
足
り

な
け
れ
ば
借
金
を
し
て
、
そ
の
返
済
も
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
責
任
も
負
っ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、マ
ス
コ
ミ
の
中
に
も
財
務
省

の
発
表
を
そ
の
ま
ま
報
道
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
2
0
0
9
年
に
入
っ

て
か
ら
、
状
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る「
派
遣
村
」が
注
目
さ
れ
た
2
0
0
8

年
の
年
末
の
完
全
失
業
率
は
4
・
3
％
で
あ
っ

た
が
、
2
0
0
9
年
6
月
に
は
5
・
4
％
に
な

っ
た
。
リ
ス
ト
ラ
の
不
安
が
あ
る
中
で
、
会
社

を
休
ん
で
ま
で
は
受
診
で
き
な
い
。

受
診
延
べ
日
数
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
病
院
や
診
療
所
の
患
者
数
が
減
少
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
病
院
や
診
療
所
の
医

業
収
益
は「
P（
単
価
）×
Q（
患
者
数
）」で
決
ま

る
。
単
価
に
相
当
す
る
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ

て
も
、
患
者
数
の
減
少
が
こ
れ
を
打
ち
消
せ
ば
、

医
業
収
益
は
低
下
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療

機
関
経
営
に
お
い
て
、
患
者
数
の
確
保
は
、
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
と
同
じ
重
み
を
持
つ
。

中
医
協
の
調
査
2）

に
よ
れ
ば
、「
入
院
時
医
学

管
理
加
算
」、「
医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加

算
」、「
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算
」の
届
出

を
し
て
い
る
病
院
で
あ
っ
て
も
、
2
0
0
8
年

4
月
以
降
に
基
本
給
を
増
額
し
た
と
回
答
し
た

医
師
責
任
者
は
6
・
8
％
し
か
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
1
年
前
に
比
べ
て
勤
務
状
況
が
悪
化

（
悪
化
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
悪
化
）し
た
と
い

う
医
師
が
34
・
8
％
も
あ
る
。
2
0
0
8
年
度

財
務
省
は
、
医
療
費
の
パ
イ
を
増
や
し
た
く

な
い
た
め
に
、
開
業
医
と
病
院
勤
務
医
の
対
立

構
造
に
持
ち
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
む

し
ろ
、
勤
務
医
の
給
与
が
低
い
こ
と
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。
40
歳
代
前
半
の
勤
務
医
の
手
取

り
年
収（
業
種
を
超
え
た
比
較
を
す
る
た
め
社

会
保
険
料
や
税
金
を
控
除
し
て
、
手
取
り
年
収

を
計
算
し
た
）は
9
7
0
万
円
で
あ
り
、
同
じ

年
代
の
大
企
業
の
記
者（
9
0
0
万
円
）よ
り
や

や
高
い
程
度
で
あ
り
、
金
融
・
保
険
業
の
部
長

ク
ラ
ス（
1
、
0
0
0
万
円
）よ
り
も
低
い
1）

。

医
療
費
抑
制
に
よ
っ
て
、
身
近
に
受
診
で
き

る
医
療
機
関
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
患

者
自
身
の
受
診
日
数
も
減
少
し
て
い
る
。

診
療
所
の
入
院
外
受
診
延
べ
日
数
に
注
目
し

て
み
よ
う
。
高
齢
者
の
場
合
、
高
齢
者
人
口
が

増
え
て
い
る
の
で
、
受
診
日
数
は
増
加
す
る
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
高
齢
者
は
慢
性
疾
患
が
多

く
、
長
期
投
薬
に
よ
っ
て
通
院
回
数
が
減
少
し

て
い
る
の
で
、
こ
こ
数
年
、
高
齢
者
全
体
の
受

診
日
数
は
ま
っ
た
く
伸
び
て
い
な
い（
図
4
）。

若
い
世
代
で
は
、
2
0
0
3
年
か
ら
2
0
0

8
年
に
か
け
て
、
受
診
延
べ
日
数
は
3
％
以
上

減
少
し
た
。
人
口
が
減
少
し
て
い
る
上
、
生

活
・
雇
用
環
境
の
悪
化
か
ら
受
診
抑
制
も
起
き

開
業
医
と
病
院
勤
務
医
の

対
立
構
造
に
持
ち
込
む
財
務
省

7.

深
刻
な
受
診
抑
制

8.

厳
し
い
経
営
環
境
に

耐
え
抜
く
に
は

9.
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特
集

の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
医
科
本
体
プ
ラ
ス
改

定
分
と
診
療
所
か
ら
の
移
転
分
合
計
1
、
5
0

0
億
円
が
病
院
に
投
入
さ
れ
た
が
、
十
分
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

診
療
所
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
診
療
所
で
は
、

診
療
報
酬
改
定
を
は
さ
ん
で
損
益
分
岐
点
比
率

が
96
・
2
％
か
ら
98
・
9
％
に
悪
化
し
た（
図
5
）。

損
益
分
岐
点
比
率
98
・
9
％
と
は
、
収
入
が

1
・
1
％
超
減
少
す
れ
ば
赤
字
に
転
落
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
診
療
所
の

経
営
は
ま
さ
に
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、

こ
れ
以
上
の
財
源
の
移
転
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。

日
本
の
医
療
費
増
加
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

後
で
述
べ
る
が
、
医
療
機
関
経
営
の
視
点
か
ら

見
る
と
、
せ
め
て
減
収
に
陥
ら
な
い
よ
う
患
者

数
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
患
者
数
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
地
域
に
お
け
る
患

者
特
性
、
た
と
え
ば
年
齢
構
成
の
変
化
、
疾
病

構
造
の
変
化
を
分
析
し
、
敏
感
に
な
っ
て
お
け

ば
、
ど
の
患
者
層
に
重
点
を
置
く
べ
き
か
が
見

え
て
く
る
。
ま
た
収
益
を
増
加
す
る
こ
と
は
難

し
く
て
も
、
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
は
で
き

る
。
経
営
環
境
が
厳
し
い
と
き
こ
そ
、
経
営
分

析
が
威
力
を
発
揮
す
る
。

地
域
医
療
を
再
生
し
、
国
民
が
安
心
し
、
安

全
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
2
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
。

第
一
に
、
医
療
費
増
加
政
策
に
転
じ
、
診
療

報
酬
を
引
き
上
げ
て
医
療
機
関
経
営
を
健
全
化

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
2
0
0
8
年
11
月
に
社

会
保
障
国
民
会
議
が
と
り
ま
と
め
た
最
終
報
告

で
は
、
急
性
期
医
療
に
資
源
を
集
中
投
入
す
る

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
在
宅
医
療
・
在
宅
介

護
も
大
幅
に
充
実
さ
せ
る
と
さ
れ
た
も
の
の
、

急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
医
療

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
国
民
に
安
心
を
も

た
ら
す
。
行
き
過
ぎ
た「
選
択
と
集
中
」は
、
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
、
い
ま
以
上
の
格
差

を
生
じ
か
ね
な
い
。

安
心
で
、

安
全
な
医
療
の
た
め
に

10.

1,000

500

0
2003 2004 2005 2006

（年度） 

＊ 出所：厚生労働省「概算医療費データベース」公費単独を除く。 

2007 2008

466

778

469

788

461

800

451

801

440

809

70歳未満 70歳以上 

431

803

（百万日） 

図4 診療所（入院外）受診延べ日数の推移

100.0

95.0

90.0
病院 診療所 

98.9

96.2

94.9

92.6

（％） 

2007年4～6月 2008年4～6月 

＊ 出所：（社）日本医師会，資料提供TKC全国会「平成20年診療報酬改定後の医業経営動向」 
　2008年11月 

図5 法人立医療機関の損益分岐点比率
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0.3

0.2

0.1

0.0
介
護 

商
業 

医
療 

建
設 

（
再
掲
）公
共
事
業 

教
育
・
研
究 

運
輸 

精
密
機
械 

水
道
等 

一
般
機
械 

飲
食
料
品 

農
林
水
産
業 

電
気
機
械 

公
務 

情
報
通
信 

電
子
部
品 

金
融
・
保
険 

輸
送
機
械 

鉄
鋼 
化
学
製
品 
電
力
・
ガ
ス
等 

＊ 総務省「平成17年度産業連関表」から計算。「公共事業」は「建設」の再掲。 

図6 主な産業の雇用誘発係数

第
二
に
、
医
療
費
の
増
加
だ
け
で
は
、
受
診

抑
制
の
問
題
は
解
決
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

患
者
一
部
負
担
が
医
療
費
に
比
例
し
て
増
加
し

て
し
ま
う
の
で
、
受
診
抑
制
を
深
刻
化
さ
せ
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
部
負
担
割
合
の

引
き
下
げ
や
、
資
格
証
明
書
で
も
い
っ
た
ん
全

額
負
担
し
な
く
て
良
い
よ
う
な
対
策
も
必
要
で

あ
る
。
外
来
の
一
部
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
若

人
は
3
割
か
ら
2
割
に
引
き
下
げ
、
70
歳
以
上

は
一
律
1
割
に
す
る
と
仮
定
す
る
と
、
必
要
な

給
付
費
は
1
年
間
で
約
8
、
5
0
0
億
円
と
試

算
さ
れ
る
。
2
0
0
9
年
度
の
補
正
予
算
15
兆

円
と
い
う
規
模
に
比
べ
れ
ば
、
決
し
て
実
現
不

可
能
な
数
字
で
は
な
い
。

雇
用
環
境
の
悪
化
は
、
医
療
に
お
い
て
は
受

診
抑
制
を
生
じ
さ
せ
、
症
状
を
重
症
化
さ
せ
る

懸
念
が
あ
る
。
雇
用
の
拡
大
は
最
優
先
課
題
で

あ
る
。

日
医
総
研
で
は
、
総
務
省『
平
成
17
年（
2
0

0
5
年
）産
業
連
関
表
』を
用
い
て
、
医
療
・
介

護
分
野
の
経
済
波
及
効
果
、
雇
用
創
出
効
果
を

計
算
し
た
3）

。

1
単
位
の
生
産
を
行
う
と
き
に
投
入
さ
れ
る

雇
用
者
数
を
雇
用
係
数
と
い
う
。
雇
用
係
数
は

「
医
療
」0
・
0
8
3
5
2
6
、「
介
護
」0
・
1
9

3
8
8
9
で
あ
り
、介
護
の
雇
用
係
数
は
産
業
小

分
類
1
8
4
部
門
の
中
で
も
っ
と
も
高
か
っ
た
。

雇
用
係
数
に
生
産
波
及
の
大
き
さ
を
加
味
し

た
も
の
が
雇
用
誘
発
係
数
で
あ
り
、
1
単
位
の

生
産
が
発
生
し
た
と
き
、
他
の
産
業
も
含
め
て

ど
の
く
ら
い
の
雇
用
が
誘
発
さ
れ
る
か
を
示

医
療
で
目
指
す
成
長
社
会

11.

す
。
雇
用
誘
発
係
数
は
、「
医
療
」0
・
1
4
6

0
3
6
、「
介
護
」0
・
2
8
1
4
3
2
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
雇
用
を
下
支
え
す
る
と
言
わ
れ
て
き

た「
公
共
事
業
」の
0
・
1
3
0
4
8
6
よ
り
も

高
い（
図
6
）。

さ
ら
に
税
金（
公
費
）1
兆
円
を
投
入
し
た
き

の
雇
用
者
誘
発
数
を
試
算
し
た
。
国
内
生
産
額

に
対
す
る
公
費
負
担
割
合
は
、
医
療
で
は
33
％
、

介
護
で
は
44
％
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
1
兆
円
の
税
金（
公
費
）を
投
入
し
た
と
き

に
発
生
す
る
新
規
需
要
額
は
、
医
療
で
3
・
0

兆
円
、
介
護
で
2
・
3
兆
円
に
な
る
。
こ
の
新

規
需
要
が
他
の
産
業
の
生
産
に
波
及
し
て
誘
発

さ
れ
る
雇
用
者
数
は
、
医
療
で
は
52
万
人
、
介

護
で
は
63
万
人
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
1
0
0
万

人
以
上
の
雇
用
創
出
効
果
が
期
待
で
き
る
。

医
療
・
介
護
は
他
の
産
業
に
比
べ
て
、
大
き

な
雇
用
誘
発
力
を
も
つ
。
雇
用
拡
大
の
た
め
の

財
政
出
動
は
、
将
来
の
経
済
成
長
を
も
た
ら
す

可
能
性
も
高
い
。
医
療
費
、
介
護
費
に
つ
い
て

は
、
成
長
社
会
実
現
の
た
め
の
投
資
で
あ
る
と

い
う
見
方
も
必
要
で
あ
る
。

1）
角
田
政
、
野
村
真
美：

診
療
所
開
設
者
の
年
収
に
関
す
る

調
査
・
分
析（
2
0
0
6
年
分
）―
日
本
医
師
会
診
療
所
に

関
す
る
緊
急
調
査
―
、
日
医
総
研
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー

N
o.156

、2
0
0
7
年
12
月

2）
中
医
協
・
診
療
報
酬
改
定
結
果
検
証
部
会：

病
院
勤
務
医

の
負
担
軽
減
の
実
態
調
査
報
告
書
、2
0
0
9
年
5
月

3）
前
田
由
美
子：

医
療
・
介
護
の
経
済
波
及
効
果
と
雇
用
創

出
効
果
―
2
0
0
5
年
産
業
連
関
表
に
よ
る
分
析
―
、日
医

総
研
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ーN

o.189

、2
0
0
9
年
5
月
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松山市医師協同組合

慶応三年の創業以来、百四十有余年「山田屋まんじゅう」
一品のみを守り続けてまいりました。北海道十勝産の小
豆を使用した漉し餡を薄皮に包みこんだ、一口サイズの
おまんじゅうです。
「ほどよい甘さで後口の良い」ただ一種類のまんじゅう造
りに、今もこだわり続けています。

お申し込み・お問合わせ先
株式会社山田屋
〒799-2651 愛媛県松山市堀江町甲528-1
TEL：089-978-4818 FAX：089-978-4757
URL：http://yamadayamanju.jp
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バ
ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク

ー
ル
で
第
１
位
、
盲
目
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
井
伸

行
さ
ん
の
話
題
で
、
患
者
さ
ん
と
涙
を
分
か
ち

合
っ
た
。
母
親
の「
私
の
子
供
に
産
ま
れ
て
き

て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
。「
も
し
、

眼
が
見
え
た
ら
何
を
し
た
い
で
す
か
？
」と
デ

リ
カ
シ
ー
の
無
い
マ
ス
コ
ミ
の
問
い
に「
両
親

の
顔
が
見
た
い
で
す
」と
の
回
答
。

【「
産
ん
で
く
れ
と
頼
ん
だ
わ
け
じ
ゃ
な
い
！
オ

ヤ
ジ
、
オ
フ
ク
ロ
の
顔
を
見
る
の
も
厭
だ
」と

い
う
悪
ガ
キ
共
、
五
体
満
足
で
も
心
は
腐
っ
て

い
る
】

日
医
総
研
の
２
０
０
７
年
度
調
査
、
民
間
医

療
機
関
の
う
ち
病
院
の
約
４
分
の
１
、
診
療
所

の
約
３
分
の
１
が
過
大
な
借
り
入
れ
を
し
て
い

る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

【
２
０
０
７
年
度
分
の
デ
ー
タ
分
析
で
は
遅
す

ぎ
る
。
２
０
０
８
年
は
も
っ
と
悪
く
な
っ
て
い

る
し
、
２
０
０
９
年
は
…
最
悪
に
な
り
そ
う
】

第
１
２
０
回
日
医
代
議
員
会
で「
国
内
で
毎

日
２
軒
の
有
床
診
療
所
が
消
え
て
い
ま
す
」と

切
実
な
訴
え
。

【
嘗
て
、
地
域
社
会
に
根
ざ
す「
有
床
診
療
所
」

は
日
本
の
文
化
。
あ
る
程
度
の
疾
病
は
地
域
内

の
有
床
診
療
所
で
解
決
さ
れ
、
手
の
負
え
な
い

患
者
さ
ん
が
病
院
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
自
然
に

構
築
さ
れ
て
い
た
。】

４
月
末
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
本

部
幹
事
会
が
官
邸
で
開
か
れ
て
い
る
さ
な
か
、

愛
人
と
熱
海
の
お
忍
び
旅
行
を
マ
ス
コ
ミ
に
素

っ
破
抜
か
れ
た
官
房
副
長
官
殿
、「
私
は
３
代

に
渡
る
艶
福
家
だ
か
ら
」と
の
言
い
訳
。
国
会

議
員
の
無
料
Ｊ
Ｒ
パ
ス
の
不
正
使
用
も
発
覚
。

同
時
期（
５
月
２
日
）に
ロ
ッ
ク
歌
手
・
忌
野

清
志
郎
さ
ん
死
去
。〝
雨
上
が
り
の
夜
空
に
〞と

い
う
曲
に「
こ
ん
な
夜
に
ア
ン
タ
に
乗
れ
な
い

な
ん
て
、
こ
ん
な
夜
に
発
車
で
き
な
い
な
ん
て

…
」と
い
う
意
味
深
な
歌
詞
も
あ
る
。

【
江
戸
っ
子
は「
３
代
」続
か
な
け
れ
ば
言
え
な
い

そ
う
だ
が
、「
艶
福
家
」も
３
代
続
い
た
か
ら
っ

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
68
歳
で
あ
の
パ

ワ
ー
、
強
壮
薬
の
Ｃ
Ｍ
に
で
も
出
た
ら
？
】

今
年
４
月
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
問
題
。

上
空
通
過
地
点
の
秋
田
県
、
岩
手
県
に「
迎
撃

用
ミ
サ
イ
ル
・
パ
ッ
ク
３
」を
配
備
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
秋
田
県
内
で
は
輸
送
中
に
道
を
間
違

え
、
普
通
車
両
と
接
触
事
故
。
地
上
で
道
を
間

違
え
る
よ
う
で
は
、
空
中
で
迎
撃
出
来
る
か
不

安
。
４
月
５
日
、
ミ
サ
イ
ル
は
頭
上
を
越
え
て

行
っ
た
。

〝
世
界
の
ナ
ベ
ア
ツ
〞は「
３
と
３
の
倍
数
の

時
に
変
な
顔
に
な
る
」と
の
ギ
ャ
グ
で
大
受
け
。

私
の
少
年
時
代
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
、「
背
番
号
３
」

の
長
嶋
茂
雄
選
手
。ふ
ろ
屋
で
下
足
番
号
３
番
は

奪
い
合
い
に
…「
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」か
。

い
わ
て
医
師
協
　
常
務
理
事

菅す
が

原わ
ら

克か
つ

郎ろ
う

…
…
…
…
… 

27な
ん
ば
ん
ず 

N
U

M
B

E
R

S
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第
１
２
０
回
日
医
代
議
員
会
、
勤
務
医
の
代

議
員
か
ら「
役
員
の
先
生
方
に
窮
状
を
訴
え
て

も『
私
も
10
年
前
ま
で
は
勤
務
医
だ
っ
た
。
実

状
は
良
く
分
か
る
』と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
10

年
前
と
今
で
は
、
医
療
技
術
も
モ
ン
ス
タ
ー
・

ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
を
抱
え
た
医
療
環
境
も
全
く
違

っ
て
い
る
」と
嘆
き
の
声
。

【
私
は
30
年
前
の
勤
務
医
。
医
療
の
高
度
化
で

取
り
残
さ
れ
、〝
今
浦
島
〞。
モ
ン
ス
タ
ー
・
ペ
イ

シ
ェ
ン
ト
の
影
に
怯
え
。
限
界
を
感
じ
る
こ
の

頃
で
あ
る
】

平
成
３
年
生
ま
れ
の
18
歳
の
女
子
大
生
。

「
ア
ナ
タ
に
と
っ
て
昭
和
と
は
遠
い
昔
で
し
ょ

う
ね
。
お
父
さ
ん
は
お
幾
つ
？
」と
訊
ね
た
ら

「
26
歳
で
す
」で
ビ
ッ
ク
リ
。「
39
歳
の
母
親
が

再
婚
し
た
も
の
で
す
か
ら
」と
、
実
父
の
年
齢

を
訊
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
訊
い
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
訊
い
た
よ
う
で
申
し
訳
な
い
気
持

ち
に
。
最
近
の
結
婚
事
情
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
そ

の
ま
ま
だ
。

保
団
連
の
調
査
で
、
開
業
医
が
１
ヶ
月
に
仕

事
に
割
く
時
間
は
、
２
５
２
時
間
。
時
間
外
労

働
時
間
は
約
80
時
間
。
長
時
間
働
い
て
い
る
医

師
に
は
、
体
調
不
良
を
訴
え
る
傾
向
が
あ
る
。

【
私
も
65
歳
、
他
の
職
業
に
就
い
た
高
校
の
同

級
生
は
と
っ
く
に
定
年
退
職
、
年
金
暮
ら
し
で

悠
々
自
適
。
何
時
倒
れ
て
も
良
い
年
齢
】

日
医
男
女
共
同
参
画
委
員
会
は「
女
性
医
師

の
勤
務
環
境
の
現
況
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

を
発
表
。
病
院
勤
務
の
女
性
医
師
の
約
８
割
が

常
勤
、
時
間
外
勤
務
を
約
７
割
が
行
な
い
、
宿

直
明
け
の
翌
日
も
通
常
勤
務
を
こ
な
す
医
師
も

約
85
％
い
た
。
女
性
医
師
の
過
酷
な
労
働
条
件

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

【
女
性
医
師
も
増
え
、
い
ま
や
、
昔
の
よ
う
に

男
性
医
師
、
女
性
医
師
と
い
う
考
え
は
通
ら
な

い
。
全
て
医
師
】

最
近
、「
熟
年
離
婚
」が
増
加
。
原
因
は
、
人
間

の
寿
命「
50
年
」が
、い
ま
や
、
人
生
80
年
以
上
の

時
代
、
夫
は
60
歳
で
定
年
、
残
り
人
生
20
年
以
上
。

年
老
い
た
か
ら
と
い
っ
て
人
間
は
全
て
に
達
観
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
あ
ら
ゆ
る
欲
望
か
ら
自

由
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
残
り
の
時

間
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
最
優
先
さ
れ

る
。
子
供
も
手
が
離
れ
、
亭
主
関
白
の
夫
に
残
り

の
時
間
を
費
や
さ
れ
る
こ
と
は
馬
鹿
ら
し
い
と
。

２
０
０
７
年
に
介
護
人
の
自
殺
者
が
２
６
５

人
。
08
年
、
09
年
は
も
っ
と
多
く
の
人
数
が
。
介
護

人
の
４
人
に
１
人
は
欝
状
態
に
あ
り
、
そ
の
３

割
は
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
。
介

護
に
係
わ
る
尊
属
殺
人
・
心
中
事
件
も
増
え
て
い

る
。

【「
私
が
先
に
死
ん
だ
ら
非
介
護
者
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
か
」と
い
う
不
安
。
医
療
の
中
で
完
結

し
て
い
た
時
代
は
問
題
が
少
な
か
っ
た
。
医
療

と
介
護
の
無
理
な
線
引
き
が
不
幸
の
始
ま
り
】

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
禁
煙
活
動

に
厳
し
い
。
公
共
施
設
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

の
集
ま
る
場
所
で
は
禁
煙
を
徹
底
。
今
年
４
月

か
ら
は
、
タ
バ
コ
１
箱
約
９
０
０
円
に
値
上
げ
。

【
ア
メ
リ
カ
の「
禁
酒
法
時
代
」、
ア
ル
・
カ
ポ
ネ

な
ど
の
ギ
ャ
ン
グ
が
台
頭
し
、
犯
罪
は
増
加
。

今
度
は「
禁
煙
法
時
代
」、
タ
バ
コ
を
所
持
し
た

だ
け
で
逮
捕
さ
れ
る
か
も
？
】

有
床
診
療
所
は
、
入
院
30
日
を
越
え
る
と
保

険
点
数「
有
床
診
の
２
」で
１
日
２
８
０
０
円
。

第
１
２
０
回
日
医
代
議
員
会
で
窮
状
を
訴
え
る

先
生
は「
今
時
、
２
８
０
０
円
で
宿
泊
出
来
る

施
設
は
あ
る
の
か
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
」と
。

【
ラ
ブ
ホ
テ
ル
以
下
？
】

日
本
看
護
協
会
調
査
で
看
護
職
員
の
約
４
％

（
約
２
万
人
）が
過
労
死
危
険
レ
ベ
ル
の
月
60
時

間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務
を
行
っ
て
い
る
実
態

が
分
か
っ
た
。
２
０
０
８
年
10
月
に
看
護
師
２
人

が
過
労
死
の
認
定
。
年
齢
別
で
は
20
代
の
看
護

師
が
他
の
世
代
よ
り
も
時
間
外
勤
務
が
多
い
。

【
激
務
を
押
し
付
け
ら
れ
た
若
い
看
護
師
の
転

退
職
も
早
い
。
日
看
協
は
准
看
護
師
を
締
め
出

し
、
７
対
１
の
看
護
体
制
を
推
進
、
足
り
な
い

の
が
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
制
度
を
進
め
、
自

ら
の
首
を
絞
め
た
】



医
師
協
や
医
師
会
の
投
書
欄
を
読
む
と
多
数

の
先
生
方
が
世
界
の
隅
々
ま
で
行
っ
て
お
ら
れ

る
の
に
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
比

べ
て
高
齢
の
私
。
行
き
た
い
所
が
ワ
ン
サ
と
残

っ
て
い
る
の
に
女
房
様
が
頑
と
し
て
旅
行
を
承

知
し
な
い
。「
ア
ン
タ
自
分
の
身
体
の
状
態
を
み

て
ご
覧
。
も
う
広
い
世
界
で
行
け
る
の
は
天
国

位
し
か
無
い
の
よ
。」と
宣
う
た
。
考
え
て
み
れ

ば
高
血
圧
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
、
ロ
イ
マ
チ

ス
の
後
遺
症
で
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
こ
の
身

体
、
足
留
を
食
ら
っ
て
も
仕
方
な
い
こ
の
私
で

あ
る
。
然
し
こ
れ
で
は
な
ら
じ
。
古
言
に
も

「
ロ
ー
ソ
ク
は
消
え
る
間
際
に
燃
え
上
が
る
」と

あ
る
で
は
な
い
か
。
愈
々
人
生
最
後
の
足
掻
き

を
や
ろ
う
と
、
世
界
地
図
に
時
刻
表
、
旅
行
案

内
を
集
め
て
み
た
。
そ
し
て
最
新
流
行
の「
エ

コ
旅
行
」を
探
し
て
み
た
。
あ
っ
た
！
こ
れ
こ

そ「
安
近
短
」の
旅
行
で
は
な
い
か
と
い
う
の
を

見
付
け
た
。

私
事
に
渉
る
が
私
の
住
居
は
京
都
市
山
城
盆

地
の
東
南
地
区
、
東
山
三
十
六
峰
の
南
に
位
置

す
る
慧
日
山
の
麓
、
山
城
の
國
か
ら
伏
見
を
経

て
大
和
の
國
に
達
す
る
伏
見
街
道
に
面
し
て
い

る
。
地
図
を
見
れ
ば
京
都
の
東
山
山
麓
を
北
か

ら
南
へ
走
る
伏
見
街
道
は
先
ず
四
条
に
あ
る
①

祇
園
町
付
近
に
始
ま
り
、
冥
途
へ
の
入
り
口
と

云
わ
れ
る
②「
六
波
羅
密
寺
」、
豊
臣
家
滅
亡
の

原
因
と
な
っ
た
釣
鐘
の
あ
る
③「
方
広
寺
」、
秀

吉
の
朝
鮮
侵
攻
の
際
切
り
取
っ
た
と
云
わ
れ
る

捕
虜
の
耳
朶
を
葬
っ
た
④「
耳
塚
」、
三
百
米
南

に
⑤「
三
十
三
間
堂
」の
蓮
華
王
院
、
更
に
南
へ

下
っ
て
皇
室
葬
儀
の
際
柩
と
お
別
れ
の
式
の
行

な
わ
れ
た
⑥「
夢
の
浮
橋
」、
次
に
藤
原
時
平
の

建
立
し
た
⑦「
法
性
寺
」、
広
大
な
敷
地
と
紅
葉

で
名
高
い
通
天
峡
の
あ
る
⑧
東
福
寺
、
更
に
南

に
全
国
稲
荷
社
の
総
本
社
と
云
わ
れ
る
⑨
伏
見

稲
荷
大
社
を
通
り
最
終
的
に
⑩
伏
見
城
の
あ
る

京
都
市
伏
見
区
で
大
和
街
道
に
な
っ
て
奈
良
へ

と
続
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

エ
コ
旅
行
を
す
る
な
ら
ば
一
番
拙
宅
に
近
い

浄
土
宗
の
法
性
寺（
通
称
ホ
ッ
シ
ョ
ウ
ジ
）に
参

詣
す
る
こ
と
に
な
る
。
車
で
前
を
通
れ
ば
二
秒

●12

究
極
の
エ
コ
旅
行
と
は
？

無
料
で
名
所
旧
跡
へ
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
京
都
保
事
協
　

松ま
つ

井い

昭あ
き

男お

挿
絵
／
京
都
保
事
協
事
務
局
長
　
大
森
俊
次

旅
の
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ

法性寺全景

通天橋を望む

（東福寺）
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に
な
っ
た
と
い
う
。
本
尊
の
十
一
面
観
世
音
菩

薩
立
像
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
我
々
庶

民
に
は
拝
ま
せ
て
も
ら
え
な
い
。
数
年
前
ま
で

は
姉
妹
の
尼
住
職
が
お
ら
れ
た
が
、
逝
去
さ
れ
た

後
は
イ
ケ
メ
ン
の
青
年
住
職
が
大
型
バ
イ
ク
や
4

W
D
の
車
で
颯
爽
と
し
て
駆
け
回
っ
て
お
ら
れ
る

近
代
的
運
営
の
寺
院
に
変
貌
し
て
い
る
。

次
に
行
く
の
は
東
福
寺
で
あ
る
。
臨
済
宗
の

総
本
山
、
九
条
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
一
千
二

百
年
代
の
創
建
で
あ
る
。
広
大
な
敷
地
で
あ
っ

た
法
性
寺
の
跡
に
建
て
た
と
い
わ
れ
、
広
大
な

敷
地
、
豪
壮
な
伽
藍
は
思
わ
ず
目
を
見
張
る
事

に
な
る
。
境
内
を
通
天
峡
谷
が
貫
き
此
処
が
秋

の
紅
葉
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
境
内
に

塔
頭
と
し
て
雪
舟
庭
園
の
芬
陀
院
、
光
明
院
、

龍
吟
庵
、
筆
供
養
の
正
覚
庵
、
等
々
が
あ
る
。

ま
た
本
堂
で
毎
年
三
月
中
旬
に
大
涅
槃
図
が
公

開
さ
れ
る
が
こ
の
涅
槃
図
に「
猫
」が
描
か
れ
て

い
る
の
が
一
つ
の
不
思
議
と
さ
れ
て
い
る
。
本

号
を
読
ま
れ
る
頃
は
通
天
の
紅
葉
も
美
し
く
色

付
く
筈
で
あ
る
。

私
に
と
っ
て
こ
の
二
つ
の
寺
を
廻
る
だ
け
で

十
分
な
エ
コ
旅
行
で
あ
る
が
、
唯
重
大
な
欠
点

は
本
堂
の
み
外
か
ら
参
詣
す
る
分
に
は
一
切
費

用
は
要
ら
な
い
が
、
塔
頭
等
を
含
め
中
ま
で
御

参
り
し
よ
う
と
す
る
と
入
場
料（
？
）が
要
る
こ

と
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
様
一
枚
を
覚
悟
す
る
必

要
が
あ
る
。
ケ
チ
な
私
は
受
付
の
前
か
ら
御
本

尊
様
に
手
を
合
わ
せ
遥
拝
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
エ
コ
旅
行
と
し
て
京
都
市
内

特
に
伏
見
街
道
周
辺
を
歩
い
て
観
光
し
よ
う
と

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

東福寺 境内と本堂東福寺山門を通し本堂を望む

筆供養で名高い東福寺塔頭正覚庵

で
通
り
過
ぎ
る
位
小
さ
な
お
寺
で
あ
る
が
、
建

立
は
古
く
平
安
時
代
前
期
藤
原
時
平
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
、
最
盛
期
に
は
寺
領
広
大
な
る
大
寺

院
で
あ
っ
た
と
い
う
。
然
し
度
重
な
る
戦
乱
の

為
焼
き
払
わ
る
る
こ
と
数
度
、
遂
に
現
在
の
姿
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ダードなタイプでも80m2という広
さを誇ります。
料亭「二十三夜」（にじゅうさん

や）では、地元の食材をふんだんに
用い、一品一品心を込めた料理が
堪能できます。味はもちろんのこ
と、見た目の優雅さにもこだわっ
た、美しい料理の数々。別邸・朧月
夜のこだわりは、その自慢の料理
を一番美味しく食べられるタイミ
ングで提供すること。食べる人や

食材に対する慈しみの心が、自然
とこのこだわりを生み出したので
す。心と体がゆるゆるとほどける
そのプライベートな時間は、何物
にも代え難いひとときです。贅を
尽くしながら、体の芯が和む至福
の寛ぎ。心と体の喜ぶ仕掛けが、
そこかしこにちりばめられていま
す。ようこそ、「別邸・朧月夜」へ。
ここは、瀟洒（しょうしゃ）な大人
の隠れ宿です。（松山市医師協同組合）
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アクセス

松山IC

松
山
市 

高浜 

道後温泉 

平井 

郡中港 

愛媛県 
松山市 

伊予鉄 
市内電車 

松山 

堀江 

伊予市 

北
伊
予 

道後温泉 

松山自動車道 

Ｊ
Ｒ
予
讃
線 

伊予鉄高浜線 

伊予鉄郡中線 

伊予鉄横河原線 

松前町 

砥部町 

松山空港 

道後温泉「別邸・朧月夜」
〒790-0836 愛媛県松山市道後鷺谷町4-4
TEL：089-915-2222 FAX：089-915-2727
http://www.oborozukiyo.jp
info@oborozukiyo.jp

＜宿泊料金＞
全19室　1泊2食付43,200円～
（2名様平日利用時の1名様料金）

●高速松山道松山ICより30分。
●松山空港よりリムジンバスで45分。
●松山観光港よりリムジンバスで35分。
●JR四国予讃線松山駅下車→市内電車道後温泉駅下車。
道後温泉駅より徒歩8分。
道後温泉駅到着時、要電話にて送迎いたします。

客室／イメージ

料理／イメージ

離れ檜露天風呂
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全国温泉巡り

日本最古の名湯・道後温泉に誕生した
瀟洒（しょうしゃ）な大人の隠れ宿 別邸・朧月夜

おぼろづきよ

2008年3月29日に開館したその旅
館は、日本人が大切に培ってきた和
らぎの美、もてなしの心で訪れた人
をお迎えいたします。館内はシンプ
ルながらも細部にこだわった、洗練
された大人の空間。一歩足を踏み入
れたその瞬間から、日常の喧騒から
解き放たれ、ゆったりとした気持で
時間を過ごすことができます。玄関
からロビーへの導きが、和の優雅さ
と近代建築の粋を感じさせ、ゆった
りとした曲が贅沢な時間を演出いた
します。そして19室ある広々とした
客室は、趣が異なる全7タイプあり、
各部屋に趣向を凝らした露天風呂を
完備。全室スイート仕様で、スタン

平成21年3月2日に表彰式が行われた「第6回松山市都市景観賞」にて別邸・
朧月夜が「きらめき奨励賞まちなみ部門（大規模）」を受賞しました。
平屋に押さえた正面の美しさや観光地直道後の街並みへの貢献が評価さ
れての受賞となりました。

2009.03「松山市都市景観賞」を受賞しました

（四国・松山）
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二十五菩薩磨崖仏（東側）

二十五菩薩磨崖仏（西側）
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六道地蔵

園内の周遊散策路が完備した精進池

元箱根石仏・石塔群
（神奈川県箱根町）

箱根に来られたら是非観て頂きたいのが此の

石仏群・磨崖仏です。華やかな箱根観光資源の

陰に隠れて余り知られていませんが此れだけの

規模の石仏群は珍しく、而も近年再建、復元し

た観光資源と違い古く鎌倉時代の正に遺品その

物で箱根を知る上にも一見に値いします。

国道1号で芦ノ湯温泉の先、芦ノ湖寄り2キロ

の右側に道標がたっていますので右折すると、

駐車場、展示室、石仏群があります。

この辺、太古は火山により、地獄の様相を呈

していました。其の為に信仰の霊地となり犠牲

者、殉難者を弔い此の世の極楽浄土を願って鎌

倉時代の後期に石塔や地蔵磨崖仏が約300メー

トルに亘って造られて行ったのが此の石仏群で

あります。

残念な事に国道一号の拡幅工事で一部破壊さ

れ東西に分断されましたが現在、史跡公園とし

て整備され、東西地下道で繋がり園内の精進池

にも周遊散策路が造られ憇の格好の場となって

います。

石仏の名称と説明は紙面の都合で一部しか記

載出来ませんが展示室に詳細なパンフレットが

置いてありますので御利用下さい。見どころは、

入口近くの六道地蔵、地下道前後の東西の二十

五菩薩磨崖仏です。 （全医協連理事　岡田幹夫）

アクセス

JR「小田原」駅から（または小田急、箱根登山電車「箱根湯本駅」から）、伊
豆箱根バス、箱根登山バス（箱根町、元箱根行）で「六道地蔵」下車すぐ。
［東京方面］東名厚木より小田原厚木道路・箱根新道へ、芦ノ湖大観ICか
ら国道1号線に入り北東へ4.5…。
［大阪・名古屋方面］東名御殿場ICより、国道138号線と国道1号線で24…。
または東名沼津ICより、国道1号線を30…。

●鉄道・バス

●自動車

箱 根 旧 蹟 の 魅 力 再 発 見箱 根 旧 蹟 の 魅 力 再 発 見
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平
成
　
年
　

福
祉
担
当
職
員
研
修
会 

２１ 

平
成
　
年
　

福
祉
担
当
職
員
研
修
会 

２１ 

平
成
21
年
６
月
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）：

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
那
覇

今
年
の
福
祉
担
当
職
員
研
修
会
は
、
平
成
21
年
６
月
27
日（
土
）、
28
日（
日
）の
２
日
間
、
沖
縄
県
の
ロ
ワ

ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
那
覇
に
て
開
催
し
、
総
勢
１
３
１
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
は
、
１
日
目
は
、「
琉
球
と
ア
ジ
ア
」を
演
題
に
文
化
講
演
会
を
行
い
、
２
日
目
に
は「
生
命
保
険
提
携

ビ
ジ
ネ
ス
の
事
例
発
表
」、「
生
命
保
険
の
プ
ロ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

福
祉
担
当
職
員
研
修
会
は
、
毎
年
６
月
に
各

地
区
の
医
師
協
同
組
合
の
職
員
が
一
同
に
集
ま

り
、
福
祉（
保
険
）事
業
の
業
務
知
識
の
取
得
を

目
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
開
催
地
で
あ
る
沖
縄
県
は
、
歴
史

的
・
文
化
的
に
特
色
の
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
第
１
日
は
、
琉
球
大
学
の
高
良
倉
吉
教
授

を
講
師
に
招
き
、
琉
球
史「
琉
球
と
ア
ジ
ア
〜
沖

縄
を
考
え
る
視
点
〜
」の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
琉
球
王
国
時
代
の
中
国
と
の

関
係
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
、
首
里
城
の
復

元
作
業
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
琉
球
王
国
が

独
特
の
文
化
と
歴
史
を
持
ち
、
単
独
で
ア
ジ
ア

各
国
と
直
接
取
引
を
し
て
い
た
黄
金
時
代
の
様

子
や
、
太
平
洋
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
首
里
城
を

そ
の
黄
金
時
代
当
時
の
建
物
に
復
元
す
る
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
今
年
の

７
月
９
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ「
芸
能
花
舞
台

―
琉
球
舞
踊
の
魅
力
―
」に
出
演
さ
れ
た
、
琉
球

舞
踊
の
太
圭
流
家
元
で
あ
る
佐
藤
太
圭
子
先
生

を
は
じ
め
、
４
名
に
よ
る
華
麗
な
踊
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

第
２
日
は
、
福
祉
事
業
の
業
務
に
関
す
る
講

習
会
を
行
い
、
第
一
部
は
、「
生
命
保
険
提
携
ビ

ジ
ネ
ス
の
事
例
発
表
」と
し
て
、
益
満
美
登
氏
が

講
師
と
な
り
成
功
事
例
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

益
満
氏
は
、
昨
年
の
当
連
合
会
の
生
命
保
険

販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
全
国
第
１
位
に
入

賞
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
頃
ど
の
よ
う
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で

保
険
加
入
者
に
接
し
て
い
る
の
か
を
聞
き
た
い

と
の
要
望
が
福
祉
部
会
で
あ
り
、
今
回
の
講
師

に
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容

……………………………………………………………………………………………………………………………

祝辞：仲里全輝
沖縄県副知事

琉球大学
高良倉吉教授

全医協連
小林会長
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は
、
常
に「
お
客
様
の
満
足
度
ア
ッ
プ
」を
目
指

し
た
活
動
を
心
が
け
、
先
生
方
の
悩
み
や
、
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
生
命
保
険
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
ナ
ー（
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
保
険：

営
業
社
員
）と
業
務
提
携
し
て
、
情
報
・
業
務
の

補
完
を
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命

保
険
の
営
業
社
員
で
あ
る
須
田
　
一
氏
が
講
師
と

な
り
、「
生
命
保
険
の
プ
ロ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
〜
生

命
保
険
の
販
売
手
法
〜
」の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

講
習
で
は
、
①
生
命
保
険
の
大
切
さ
、
②
加
入

者
の
た
め
に
い
か
に
役
に
立
て
る
の
か
、
③
必
要

な
保
険
金
額
を
ど
う
算
出
し
、
無
駄
の
な
い
保
険

契
約
を
す
る
の
か
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
須
田
氏
は
保
険
代
理
店
の
役
目
と
し
て
、

「
保
険
契
約
者
の”

保
険
へ
の
思
い
入
れ’

を
い
か
に

保
険
金
受
取
人
・
遺
族
に
伝
え
ら
れ
る
か
で
は
な
い

か
」と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
参
加
者
に
残
し
ま
し
た
。

最
後
に
福
祉
部
会
長
の
力
丸
常
務
理
事
の
総

括
・
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
２
日
間
の
研
修
が
盛

会
の
中
、
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
研
修
会
は
沖
縄
県
医
師
協
同

組
合
の
真
栄
田
専
務
理
事
を
は
じ
め
、
役
職
員

の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無

事
成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

全医協連
力丸常務理事

講師
須田　一 氏

講師
益満美登 氏

歓迎挨拶沖縄県医協
真栄田専務理事

琉球舞踊
佐藤太圭子家元

研修風景
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「ブレインストーミング」について

平
成
21
年
度
の
全
医
協
連「
事
務
局
代
表
者

会
議
」は
、12
月
12
日（
土
）、13
日（
日
）に
横
浜

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
致
し
ま
し
た
。メ

イ
ン
テ
ー
マ
は「
魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り
と
は
？
」

で
す
。
中
小
企
業
診
断
士
、
清
水
　
透
氏
の

基
調
講
演
の
の
ち
、各
テ
ー
マ
別
に
小
グ
ル
ー
プ

で
の
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と
発
表
、全
体
討

論
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
組
合
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、各
々
さ
ま
ざ
ま
に
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
各
医
師
協
の
沿

革
・
規
模
・
組
織
事
業
状
況
・
事
務
局
事
情
な

ど
に
よ
っ
て
、一
口
に『
魅
力
あ
る
組
合
』と
言
っ

て
も
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、最
適
方
法
の
結
論

づ
け
を
目
的
と
せ
ず
、出
来
る
だ
け
多
く
の
取

り
組
み
事
例
や
失
敗
談
を
お
互
い
に
出
し
合
う

こ
と
に
よ
り
、各
々
の
医
師
協
で
の
検
討
課
題

や
発
想
法
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
実
施
す
る

「
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
」、事
務
局
サ
イ
ド
で

は
良
く
利
用
さ
れ
る
手
法
で
あ
り
、誰
に
聞
い

て
も
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、確
認
の

意
味
も
あ
り
、簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

１．

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と
は

ア
レ
ッ
ク
ス
・
Ｆ
・
オ
ス
ボ
ー
ン
に
よ
っ
て
1
9
4

0
年
前
後
に
考
案
さ
れ
た
会
議
方
式
、
集
団

（
小
グ
ル
ー
プ
）に
よ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
法
の
１

つ
。「
ブ
レ
ー
ン（
頭
脳
）に
ス
ト
ー
ム（
嵐
）を
引
き

起
こ
し
て
各
参
加
者
が
１
つ
の
創
造
的
な
問
題

に
攻
撃
的
に
取
り
か
か
る
」こ
と
を
意
味
す
る
。

会
議
の
参
加
メ
ン
バ
ー
各
自
が
、既
存
の
や
り
方

や
考
え
方
、先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、自
由
奔

放
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、自
由
な
や
り
取

り
を
通
じ
て
、新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
解
決
策
を

引
き
出
そ
う
と
す
る
集
団
思
考
・
発
想
法
。
略

し
て「
Ｂ
Ｓ
法
」「
ブ
レ
ス
ト
」、ま
た
課
題
抽
出
と

も
い
う
。
世
界
で
最
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

発
想
法
で
あ
り
、四
つ
の
ル
ー
ル
を
守
る
だ
け
で
、

後
は
特
に
細
か
い
約
束
ご
と
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、簡
単
に
出
来
る
か
ら
普
及
し
た
と
も
言

え
ま
す
。

２．

ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
法
と
は
？

会
議
で
意
見
が
出
な
い
と
き
、職
場
で
問
題

に
直
面
し
た
時
、個
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
求
め
ら

れ
た
時
、さ
ら
に
職
場
以
外
で
も
家
庭
、地
域

で
の
問
題
解
決
、方
針
決
定
な
ど
状
況
や
内
容

を
問
わ
ず
利
用
で
き
る
の
が
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想

法
で
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役
に
立
ち
ま
す
。

３．

安
易
な
気
持
ち
で
利
用
し
な
い
！

ル
ー
ル
厳
守
！

進
行
役
１
名
を
中
心
に
複
数
名
が
集
ま
り
、

あ
る
検
討
テ
ー
マ
に
対
し
て
出
来
る
だ
け
多
く

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
く
。
そ
の
際
重

要
な
の
は
量（
ア
イ
デ
ィ
ア
の
数
）で
あ
り
、結
果

と
し
て
良
質
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
増
え
る（
ア
イ
デ

ィ
ア
の
質
は
量
に
比
例
す
る
）。

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
で
は
実
施
ル
ー
ル
を

定
義
し
て
お
り
、出
席
者
全
員
が
そ
れ
を
理
解

し
、そ
の
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
る
。

４．

４
つ
の
ル
ー
ル
と
そ
の
狙
い
！

①
批
判
一
切
お
断
り（
判
断
や
批
判
の
禁
止
）

参
加
者
が「
批
判
さ
れ
る
か
も
」と
思
っ
た
瞬

間
に
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
な
く
な
る
。
批
判
し
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
制
約
や
タ
ブ
ー
が

排
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

②
自
由
奔
放

自
由
奔
放
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
歓
迎
す
る
雰
囲

気
を
作
り
出
し
て
お
く
。
奇
抜
な
ア
イ
デ
ィ

ア
や
テ
ー
マ
と
は
無
関
係
に
思
え
る
ア
イ
デ

ィ
ア
、あ
る
い
は
実
現
不
可
能
な
ア
イ
デ
ィ
ア

に
対
し
て
も
、歓
迎
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
よ
っ
て
、参
加
者
は
自

由
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
気
持
ち
に
な
る
。

③
量
を
求
む（
質
よ
り
量
）

ア
イ
デ
ィ
ア
の
量
が
質
そ
の
も
の
を
向
上
さ

せ
る
。
何
回
と
な
く
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、最
後
の
50
の
ア
イ
デ

ィ
ア
は
最
初
の
50
の
ア
イ
デ
ィ
ア
よ
り
も
質
的

に
ず
っ
と
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

④
組
み
合
わ
せ
・
改
善（
便
乗
発
展
）

参
加
者
が
出
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
に
便
乗
す
る

形
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
展
さ
せ
る
。
一
人
の
発

想
に
は
限
界
が
あ
る
。
複
数
名
で
考
え
る
と

相
手
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
刺
激
さ
れ
、新
た
な
発

想
が
生
ま
れ
て
く
る
。

は
じ
め
に

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ（B

rai-
nstom

ing

、
集
団
思
考
）と
は
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ヒ
ン
ト
を
す
べ
て
貼
り
付
け
る

・
各
メ
ン
バ
ー
が
書
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、同
じ

項
目
ご
と
に
分
類
し
ま
と
め
る

・
す
べ
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

参
加
者
全
員
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る

・
重
複
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
明
ら
か
に
実
現

が
不
可
能
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
除
く

Ｂ
Ｓ
の
準
備
、進
行
に
関
し
て
は
、「
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア：

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
」に
詳
し
い
説

明
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
下
さ
い
。

「
魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り
と
は
？
」大
き
な
テ

ー
マ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、全
医
協
連
事
務
局
、

調
査
企
画
部
調
査
研
究
員
、昨
年
の
事
務
局
代

表
者
会
議
で
円
卓
会
議
に
参
加
し
て
頂
い
た
事

務
局
代
表
の
方
々
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
、問
題
を
羅
列
し
、

絞
り
込
む
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
問
題
解

決
の
プ
ロ
セ
ス
は
、「
課
題
を
整
理
し
て
」「
答
え

に
気
づ
き
」「
意
思
決
定
し
」「
行
動
す
る
」を
繰

り
返
す
こ
と
で
あ
り
、ま
た
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
の
効
果
は
、そ
れ
を
始
め
る
前
に
培
わ
れ

た
少
数
の
チ
ー
ム
と
の
連
帯
感
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
も
の
、と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
て

く
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
文
責：

戸
早
）

③
各
人
に
よ
る
発
想（
司
会
者
の
リ
ー
ド
に
よ

る
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
）

・
１
課
題
あ
た
り
10
分
程
度

・
メ
モ
用
紙
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
記
入

１
枚
に
１
件
書
く
、ア
イ
デ
ィ
ア
で
な
く
て

も
ヒ
ン
ト
で
も
良
い
。
文
章
に
限
ら
ず
絵
や

図
表
で
も
良
い
。

④
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想

・
１
課
題
あ
た
り
10
分
程
度

・
各
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
説
明

・
説
明
を
受
け
た
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
便

乗
し
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
追
加

⑤
ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
時
の
注
意
点

・
発
想
の
ル
ー
ル
を
厳
守
す
る

判
断
や
批
判
の
禁
止
、自
由
奔
放
、質
よ

り
量
、便
乗
発
展

・
発
想
と
判
断
を
分
け
る

発
想
す
る
時
は
い
か
な
る
判
断
や
評
価
も

し
な
い

発
想
中
は
他
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
批

判
や
判
断
を
し
な
い

・
ア
イ
デ
ィ
ア
は
メ
モ
用
紙
１
枚
に
１
件
だ
け

記
入
す
る

・
発
想
中
は
、上
司
と
部
下
の
違
い
な
ど
一

切
の
関
係
性
を
無
視
す
る

・
模
造
紙
に
は
す
べ
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
貼
り

付
け
る（
選
別
し
な
い
）

⑥
ア
イ
デ
ィ
ア
の
整
理

・
模
造
紙
の
上
部
に
発
想
し
た
課
題
、発
送

者
、年
月
日
、用
紙
番
号
な
ど
を
記
入

・
残
っ
た
ス
ペ
ー
ス
に
発
想
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や

５．

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ（
以
後
、
Ｂ
Ｓ
と

略
）の
進
め
方
と
注
意
点

①
目
的
の
確
認（
問
題
定
義
）

・
最
終
目
的（
メ
イ
ン
テ
ー
マ「
魅
力
あ
る
組

合
づ
く
り
と
は
？
」）を
確
認

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
対
す
る
背
景
の
共
通
認
識

を
確
認
す
る
。

・
目
的
達
成
に
必
要
と
な
る
具
体
的
な
議
題

を
確
認

メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
多
く
の
視
点
か
ら
掘
り
下

げ
、解
決
で
き
る
テ
ー
マ
に
絞
り
込
み
、具

体
的
な
議
題
と
す
る
。

・ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認

Ｂ
Ｓ
に
費
や
せ
る
時
間
、Ｂ
Ｓ
の
手
順（
メ

モ
用
紙
？
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
？
）

②
発
想
の
準
備

・
参
加
者
の
選
定：

Ｂ
Ｓ
の
人
数
は
５
〜
10
人

が
理
想

・
備
品
を
準
備

メ
モ
用
紙（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
）、ペ
ン
、セ
ロ

ハ
ン
テ
ー
プ
、模
造
紙
な
ど

・
事
前
配
布
メ
モ
の
作
成（
招
待
状
、事
前
に

必
要
な
情
報
を
提
供
）

テ
ー
マ
と
そ
の
背
景
、Ｂ
Ｓ
の
議
題
、Ｂ
Ｓ

の
実
施
方
法
な
ど
を
提
供
。

下
地
と
し
て
自
分
一
人
で
あ
れ
こ
れ
ア
イ

デ
ィ
ア
を
練
る
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
。

・
Ｂ
Ｓ
進
行
メ
モ
の
作
成

司
会
者
が
使
用
す
る
会
議
進
行
用
メ
モ
、

計
画
的
に
会
議
の
進
行
を
図
る
。
呼
び
水

と
な
る
質
問
文
の
作
成
。

お
わ
り
に

参考資料：１）「新装版 創造力を生かす――アイディアを得る38の方法」アレックス・オスボーン著、豊田晃訳、創元社、2008
２）「発想法入門」星野　匡著、日本経済新聞社・日経文庫、2005
３）インターネット検索：
・ウィキペディア：ブレインストーミング
・情報マネージメント用語辞典：ブレーンストーミング
・笠原　隆：知識のサプリアイデア発想編（1）、（2）、（3）、（4）
・津波古 透：マーケティング論 ２．問題解決の手法――一人ブレーンストーミングをやってみよう
・福田　修：ブレーンストーミング、KJ法、マインドマップ――発想法のエッセンスを理解する（第10回）
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宝
が
池
か
ら
眺
め
る
と
、
比
叡
山
は
鋭
角
的

で
カ
ッ
コ
イ
イ
！
そ
の
頂
上
付
近
の
景
観
は
近

年
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
も「
将

門
の
岩
」が
あ
る
。
少
年
時
代
の
僕
は
比
叡
山
に

登
る
た
び
に
こ
の
岩
の
上
に
立
っ
て
、
平
将
門

と
同
じ
よ
う
に
京
都
を
見
下
ろ
し
た
も
の
だ
。

腐
敗
し
た
藤
原
摂
関
政
治
に
立
ち
向
か
う
日
を

夢
見
て
い
た
将
門
は
、
や
が
て
坂
東
で
挙
兵
し

た
。
平
貞
盛
軍
と
の
戦
い
で
額
に
矢
を
受
け
た

最
期
の
瞬
間
も
、
瞼
に
は
比
叡
山
か
ら
眺
望
し

た
京
の
都
の
残
像
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

比
叡
山

学
生
時
代
の
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
旅
行
以
来
40
年

ぶ
り
に
函
館
を
訪
ね
、
五
稜
郭
の
戦
い
で
散
っ

た
土
方
歳
三
戦
死
の
地
に
も
立
ち
寄
っ
た
。
テ

レ
ビ
・
映
画
で
土
方
を
何
度
も
演
じ
た
栗
塚
旭
さ

ん
と
話
し
た
時
、「
土
方
は
決
し
て
死
に
急
い
だ

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
生
き
抜
い
て
戦
い

続
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
な
」と
お
っ
し

ゃ
っ
た
の
を
思
い
出
し
た
。
う
ー
ん
、
な
る
ほ

ど
な
あ
、
さ
す
が
は
元
祖
・
土
方
歳
三
！
こ
れ
ぞ

敗
者
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
の
真
髄
だ
と
、
函
館
市

街
を
歩
き
な
が
ら
う
な
ず
い
て
し
ま
っ
た
次
第
。

函
館

大森  俊次 
（京都保事協/事務局長） 

 おお もり しゅん じ 
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佐
賀
城
の
鯱
の
門
を
描
い
て
み
た
。
明
治
７

年
、
佐
賀
の
役
の
首
謀
者
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ

た
江
藤
新
平
は
、
こ
の
佐
賀
城
内
に
設
置
さ
れ

た
裁
判
所
で
斬
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
明
治
６

年
の
政
変
で
下
野
す
る
ま
で
に
司
法
卿
と
し
て

江
藤
が
や
っ
た
諸
改
革
は
、
開
明
的
な
民
権
思

想
に
裏
付
け
ら
れ
た
近
代
化
政
策
だ
っ
た
と
今

日
で
は
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で「
脱

亜
入
欧
」に
背
を
向
け
和
服
で
通
し
た
意
地
っ
張

り
の
江
藤
が
好
き
だ
。
僕
も
江
藤
に
あ
や
か
っ

て
パ
ジ
ャ
マ
を
や
め
て
浴
衣
で
寝
よ
う
か
な
あ
。

佐
賀

鶏
足
寺
を
訪
ね
た
時
、
古
橋
と
い
う
地
名
に

僕
の
胸
は
ピ
ク
ン
と
反
応
し
た
。
関
ケ
原
で
敗

れ
た
石
田
三
成
が
伊
吹
山
を
彷
徨
し
た
末
に
辿

り
つ
き
身
を
隠
し
て
い
た
岩
窟
跡
が
あ
る
の
が

古
橋
村
と
本
に
書
い
て
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の

後
、
徳
川
方
に
捕
縛
さ
れ
、
六
条
河
原
で
処
刑

さ
れ
る
直
前
に
さ
し
出
さ
れ
た
柿
を「
身
体
に
悪

い
か
ら
」と
一
口
も
食
べ
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
僕
は
気
に
入
っ
て
い
る
。
何
や
ら
負
け
惜
し

み
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
が
、
こ
こ
に
こ
そ
敗

者
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
が
息
づ
い
て
い
る
の
だ
。

湖
北
古
橋

信
州
上
田
の
町
を
歩
く
と
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
六
文
銭
の
旗
指
物
が
勇
ま
し
く
風
に
翻
り
、

真
田
一
族
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
た
。
二
度
ま
で

も
徳
川
の
大
軍
を
撃
退
し
た
真
田
昌
幸
、
大
坂

夏
の
陣
で
豊
臣
方
に
味
方
し
て
華
々
し
く
散
っ

た
次
男
・
真
田
幸
村
に
人
気
が
あ
る
。
関
ケ
原
の

合
戦
以
来
、
徳
川
に
属
し
て
松
代
で
真
田
家
２

７
０
年
の
礎
を
築
い
た
長
男
・
信
之
よ
り
も
幸
村

の
方
に
惹
か
れ
て
し
ま
う
の
は
、
日
本
人
の
好

む
判
官
贔
屓
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り

人
間
は
散
り
際
が
大
切
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
。

上
田
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